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まとめと課題

1．研究の課題と目的

　教育改革の時代である。総合的な学習の導入

・学校評議員制・学校選択制・コミュニティスク

ール等，矢継ぎ早に改革の波が押し寄せている。

　総合的な学習が導入される際には，従来の学力

偏重から生きる力を育成する教育課程の計画・実

践が行われることが期待された。しかし「学力低

下」の論調が強くなると，文部科学省は「確かな

学力の向上のための2002アピール『学びのすす

め』（1）」を発表し，「生きる力路線」から「学力

重視路線」へとシフト変換を行う様相を呈した。

「ゆとりを目指した学習指導要領が本格実施され

た2002年以降，日本は『学力調査の時代』を迎

え」ω，学力重視へと転換しつつあるのは皮肉な

傾向である。さらに，日本の児童生徒の学力が国

際比較の中で低下していることを示したPISA〈OECD

学習到蔽調査2003門生〉の調査結果によって，学力重視の

方向へ加速度的に移行している。そのような状況

の下，総合的な学習も「多忙化への自己調整機能

として，前年度と同様なものをマニュアル通りに

行うという『固い枠』」に転化」（3）していると同

時に，多くの小学校の総合的な学習の時間に英語

学習が取り入れられているのが現状であろう。

　「知・徳・体」の言葉に象徴されるように，日

本の学校は従来知的側面だけではなく，子どもの

人間としての全面的発達を保障する場として期待

されてきた。しかし，学力重視志向によって，「知

育」が重視される一方，06年10月以降連鎖的に

起こったいじめ自殺報道や安部内閣によって設置

された教育再生会議によって，教員の免許更新制

・教育課程・教育委員会制度の見直し等，教育の

在り方そのもの見直しの論議が起こっている。

　そのような状況の中，カリキュラムの中で直接

的に影響を受けるのは特別活動である。周知のよ

うに特別活動は「望ましい集団活動を通して，心

身の調和がとれた発達と個性の伸張を図る」こと

が目標の一つであり，児童生徒に顕在化している

コミュニケーション能力・学習意欲・モラル形成

には大きな意味を持っている。しかし，ゆとり教

育の見直しなどの論議の中で，特別活動について

の論究は行われていない。教育の問題は，学力だ

けではなくいじめ問題に象徴されるように，広義

のコミュニケーション能力の育成が不可欠である

が，学力と生きる力の育成は別の次元で論議され

ているのが現状であろう。

　「基礎基本」の学力と「生きる力」の総合的な

学習，モラル向上のための道徳は教育論議ととも

に，特別活動がもつ教育的・心理学的意味につい

て再考することが求められる。総合的な学習と特

別活動は教育課程上は分かれているが，集団を媒

介とすること・体験活動を重視すること・自主性

を重視すること等の方法論において，双方は多種

多様な学習と体験が含まれており，共通する項目

も多い。特別活動と総合的な学習で培われる心理

的能力・態度で重要なことは，「①創造性②リー

ダーシップとフォロアーシップ③表現力④自己と

個性⑤学習に対する責任感⑥共感力と支援力⑦自

己効力感⑧自主的態度⑨競争的態度と共同的態度

⑩集中力⑪環境との調和を実践する態度⑫国際理

解教育で伸ばす知識・能力・態度⑬情報教育で伸

ばす知識・能力・態度」（粥1998）である。特別活動

は子どもの心身の調和の発達を保障する教育活動

である。「学力か生きる力か」という論争の中で，
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カリキュラムにおける再編の視点が，「教科教育

か総合的な学習か」に焦点化されているが，子ど

もの学習に対する動機付け・自己効力感・自尊：心

育成における特別活動の果たす意味は大きいと推

察される。

　そこで，本稿の目的は特別活動が子どもの成長

実感，特に有能感にどのような影響を与えている

かを明らかにすることである。また，子どもたち

の成長を保障する教育課程経営の在り方について

も若干の考察を加えたい。

五．研究の方法

1．調査対象

　子どもが自分の成長を実感し，小学校生活を対

象化できる小学校6年生（計423名）を調査対象とし

た。調査対象校4校（A小・B小・C／l、，D小）（表1参照）である。

各学校の担任・教務主任に面接調査を行った。

2．調査方法

（1）質問紙調査の枠組み

　本稿では子どもの特性の1つである有能感に

焦点をあて，教育活動と子どもの有能感と成長実

感（子どもが成長したと感じる感覚）との関連を

分析する。有能感とは，「自分は～ができる」と

いう気持ちであり，「～について自信がある」と

捉えることができる。調査では，桜井（1992）の児

童用コンビテンス尺度を利用し，「学習領域」（IO項

目）・「社会・友人関係領域」qO嘲）「運動領域」（1⑪項

目）「自己価値」（10囎）のそれぞれについて，「役に

立たなかった」「どちらかと言えば役に立たなか

った」「どちらかと言えば役に立った」「役に立っ

た」の4件法で尋ねた。また，教育課程と成長実

表壌　調登校及び調査方法

感との関連を調べるために，各教科・総合的な学

習と特別活動（学級会醐・二会活動修轍行など10囎）について

も，同様の4件法で尋ねた、

（2）調査実施状況

　調査の実施時期は，小学校生活が終わりを迎

えようとする2月である。質問者による解答の誤

差を少なくするために質問紙調査校に筆者及び研

究協力者q名）が行き，同一の教示によって，質問

紙調査を行った。質問紙の内容は，生活習慣・家

庭での過ごし方・家庭学習の方法・学校や学級に

対する意識調査，教師対象の面接調査を行った。

学力・成長と課題，特別活動の担任としての意識，

勉強する理由，ストレス成長に役立った教科や教

育活動等120の質問項目である。

　子どもたちの成長実感と特別活動との関連を詳

細に分析するために，A小学校では3っの方法で

調査を行った。

　第1に，「自分が成長したこと」をテーマとし

た卒業アルバム文集の分析を行った。文集を分析

対象にした理由は，全員が同じテーマ・分量で書

いた記述であること，子どもたちが成長したと実

感できた教育活動を抽出することに適：しているか

らである。

　第2に，04年度A小学校卒業生97名を対象に，

質問紙調査（4）を郵送法で行った。回収されたうち

有効回答は51件（回収率525％）。調査時期は2005

年7月～8月である。

　第3に，卒業児童15名の集団面接調査
（05．7．30），保護者12名の集団面接調査（05．8．5）

と保護者5名の個別面接調査（05．10）を行った。

調査校 学校テーマ 学　　規 調査方法
調査年月 6年生学級数

児童数
A小学蒙 ’合的な学習一 19学級 質問紙　（　　心後調査）
05．7 3学級97名 文集分析1

面接調査　　保護者　・児童
担任

B小学校 国語 17学級 質問紙　（6年生児童）
2 05．2 3学級99名 面接調査　　担任

C小学校 国語 23学級 質問　　　（6年生児　　）
3 05．2 4学級136名 面接調査

担任　・教務主任
D小学　・ 総合　・な学習 18学級 質問紙　（6年生児童）

4 05．2 3学級91名 面接調査　　担任
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表2「各教科・特別活動における子どもの成長実感」学校間比較

厳 C校 D校 全体 A校

活動の意味づけ N＝97 N＝136 N＝91 錘＝324 脛＝51

次のことはあなたの〔成
ｷ」に役に立ったと思いま
ｷか。

M SD M SD M SD M SD M SD

4の平均教科 3．24 ．61 3」8 ．62 3」8 ，65 3．壌8 ．65 3．42 ．66

国語 3．26 ．82 3．24 ．73 3．04 ．87 3．19 ．80 3．31 ．73

教
科 算数

3．35 ．74 3．36 ．72 3．33 ．79 3．35 ．74 3．47 ．76

理科 3．07 ．83 2．98 ．89 2．95 ．86 3．00 ．86 3．29 ．76

社会 3．29 ，84 3」4 ．81 3．20 ，93 3．20 ．85 3．61 ．70

道徳 3．12 ．86 2．57 ．92 2．97 ．92 2．85 ．93 3．37 ．69

学級会活動 2．74 ．88 2．22 ．88 2．65 ．94 2．50 ．93 3」2 ．82

児童会活動 3．02 ．89 2．49 tO　2 2．76 ．98 2．72 ．99 3．06 ．79

クラブ活動 3．26 。83 2．88 ．95 2．99 ．98 3．02 ．94 3．20 ．87

別
活
動
　
学
校
行
事

学校行事の平均 3．36 ．57 2．98 ．62 3．12 ．62 3．12 ．62 3．44 ．57

運動会 3．26 ．93 2．67 ．95 2．86 ．98 2．90 ．98 3．43 ，73

遠足 2．92 、96 2．32 ．96 2．37 ．98 2．52 tOO 3．15 ．77

自然教室 3．59 ．67 3．40 ．82 3．36 ．78 3．44 ．77 3．52 ，71

修学旅行 3．68 ．59 3．54 ．65 3．64 ．68 3．61 ．64 3．68 ．71

最高得点4点　M平均値　SDは標準偏差

（3）教師の面接調査の実施状況

　A小・B小・C小・D小の6年生担任（計9名）・

教務主任（計1名），総計11名に，各学校及び教師全

体の特別活動に対する意識・教育課程編成上の課

題についての面接調査を行った。

3、質問紙調査の結果及び考察

（1）子どもの成長実感の学校比較

　表2は各教科・道徳・特別活動において，「成

長に役立ったと思うか」（成長実感）についての

評価の平均値を算出し，学校間比較をしたもので

ある。A校は卒業後3ヶ月経過しての追跡調査の

結果である。また，学校行事は特別活動の一つで

あるが，各行事ごとに算出した。

　その結果，3校とも各教科は成長実感に効果は

あるが，道徳・特別活動（児童会活動・学級会活

動・学校行事）においては学校での差が見られる。

これは，各学校における道徳・特別活動に対する

取り組み方の差がある結果と受け取ることができ

る。また，集団宿泊的行事である自然教室及び修

学旅行は「自分の成長に役立っている」という得

点が3校とも高い。日常から離れた空間で教育活

動が行われるだけでも，子どもたちは楽しさを感

じることは容易に想像できるが，成長実感を感じ

るためには，そこに，教育的意味を感じ取られる

教育活動が必要となる。「自然教室・修学旅行に

おいて，フィールドワークの活動を取り入れるな

ど，子どもの成長を活かした活動を積極的に取り

入れた」（D小6範任）こととの相関もあると考えられ

る。

　集団宿泊的行事は児童が楽しみにしている学校

行事あり，非日常的空間での教育活動であるため

に，子ども達の参加動機は高くなる。その中での

教育的営為は，子どもに直接的効果をもたらすと

ともに，長期的記憶によって，成長実感として受

け止められるていることを示唆している。逆に，

学級会・児童会活動等は，日常的な活動であり，

動機付けから考えると自発的ではなく外発的動機

付けであることが多く，成長実感が得られにくい

ことが推察される。有能感との関連で考えると，

教師の指導性が発揮される教育活動である。

（2）有能感による子どもの成長実感の違い

　有能感によって，子どもの成長実感がどのよう

に違うかを明らかにするために，B・C・D校と

A校の調査結果の分析を行った。表3・4は，「社

会・友人関係領域の有能感」の水準によって，「特

別活動の意味づけ」と「教科教育との意味づけ」

に違いがあるのかについて，それぞれ独立したサ

ンプルのオ検定よって分析した事例校の結果であ

る。なお，有能感（社会・友欄係領域〉の水準のグループ

分け（離砥醐は，有能感（社会・友人開係領域）10項目につ

いての評価の平均値をもとに，中央値によりサン

プルを折半した。
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表3BC｛絞における各教科道徳特男1話動と子どもの有瀧感との関連

有能感社会人友人関係領域）　　　高群（N＝：112）N欝115）

質問紙調査校BCむ校MSDMSDtp
翻i斗活躍助の薦醸未rづ1ナ　　　　　　3．19　　．72　　　3．聚3　　．59　　　α78　　／2ε

国藷算数理科搬の平均

道徳の蹉繍づけ　　　27　　toO　　271　．89　　α22　πε

特別活動の意昧づけ

轍　　　　　　　　　　245　　96　　　234　　。90　　087

三昆星蓮醐　　　　　　　　　　　　266　毛04　　　2、53　　．99　　　0，97　　1zε

クラブ活動　　　　　　　　3．04　toO　　28　，90　　1．93

締　　　　　　　　　　　　　　　3．18　　．53　　　　2．85　　．63　　　　429　懸

鋤会齪凹凹均　　↑〆．05，駆05，脳く01

表4嗣おナる各教科道徳特別活動と子どもの有能感との関連

有能感社会人引入関轍　　　高群（N＝24）N漱N・27）

事例腋β校

教科活動臆感づけ
M
3。57

SD
．63

M　　SD
3．29　．66

t

t57
P
ηs

畷舞数理科社会の平均

道徳の授業の意味づけ　368、58a15．72259※
糊驕重肱慮味づけ

彗轍　　　　　　　　　　　　a13　　．85　　　3』1　　、80　　　aO6　　／2ε

騰1　　　　　　　　　　　3．25　　．74　　　2．89　　．80　　　t67

クラブ活動　　　346．66296．97209※
鵜　　　　　　　　　　　　　　　3．68　　．36　　　　323　　．64　　　　3，02　）き∈※

運動会遠足自然教室鰯学辮『切縄均　　　　　　↑pく05，※〆，06，※※ぴ（01

　　　また，意味づけについては，その活動が役立

　　つたかについての各項目の評定値をもとに分析を

　　行った。教科教育（国下野理科1社会の噸目）・道徳・学

　　校行事（翻会遠足・自鰍室・修学旅行）の意味づけ，それぞれ

　　について算出した平均値を用いた。道徳・学級会

　　・児童会活動・クラブ活動は1つの項目について

　　の評価を用いた。

　　　A校においては，教科に関しては有能感の水準

　　によって意味づけに違いはみられない（F157，耐。

　　一方，特別活動との関連では，有能感（社会・友欄係領域）

　　の高い子どもの方が，学校行事・クラブ活動・児

　　道会活動について，成長に役立ったという意味づ

　　けが高い←lb7～3但，〆．10～⑳。結果は表4にまとめて

　　示した。このことから，対人活動に自信がある子

　　どもには特別活動が有効に機能するが，自信がな

　　い子どもには配慮が必要であることが示唆され

　　る。

　　　また，B・C・D校におけるこの社会・友人領

　　域の有能感と活動の意味づけとの関連も，同様の

　　傾向が見られた。

　　　子どもの有能感を育成される場面は，学校・

　　家庭・塾・スポーツクラブが想定されるが，意図

　　的・計画的に有能感を育成する場は，学校教育で

ある。表3・4に見られるように，教科において

は，有能感との関連は見られないが，クラブ活動

・学校行事においては，有意に差が見られる。ク

ラブ活動・学校行事とも児童の自発性を基盤にし

た展開が考えられる自由度が高い教育活動であ
る。

　ここで留意する点は，有能感がある子どもが自

発的に活動を展開し，教師がポジティブなフィー

ドバックによって，その有能感が強化されるので

あれば，有能感が高い子どもは益々高くなり，有

能感が低い子どもは，他者との比較によって，有

能感がさらに低くなる悪循環に陥ることもあり得

る。ゆえに，特別活動によって，子どもの有能感

を高めるためには，子どもの特性を見極めた上で

の意図的・計画的な教育活動の展開が求められよ
う。

　体験活動が有効であるかどうかは，学習者の特

性と教授法の組み合わせの問題であり，適1生処遇

交互作用（ATI）の理論と対応することが考えられ

る。この結果は，特別活動においても，子どもの

特性に応じた方法論の視点を持つことの有用性が

認識される必要性があることを示唆している。

4．自由記述分析

（1）分析方法

　子どもの成長実感と教育課程との関連を明らか

にするために，A校の調査を行った。調査方法は，

自由記述分析・質問紙調査及び面接調査である。

　表5は，A校6年生の97名の卒業文集の内容
分析である。「成長実感」を抽出するための資料

として卒業文集を用いるのは3つの理由による。

・「小学校生活で成長したこと」をテーマとして

　書かせていること。

・全員が小学校生活をふり返る12月（5）に書いた

　こと。

・書く文量が全員一定であること。

　まず，児童の文章の内容を特別活動・総合的な

学習等，教育課程のカテゴリーで分類し，キーワ

ードを抽出する。その際，書いている対象が2つ

以上ある場合はそれぞれをカウントする。次に，

成長実感を表しているキーワードを抽出し，協力

・達成感などで内容が近いものをまとめてカウン

トした。
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表5　自由記述（卒業文集）分析

特別活動
成長内容 運動会 修学旅行 自然教盛 遠足 入学式 代表委員会 員会・クラ 集会活動 特旨　計 総合学習 その他
協力 10 8 6 1 25 9

リーダー性 3 5 2 5 15 2
達成感 6 0 2 8 7 2

自主性 1 0 1

楽しさ 2 2 2 1 2 9

平和 0 18 18 3

思いやり 1 1 2

自省 1 1

発言力 1 1

積極性 1 1 14 2

人間関係 0 5

その他 0 3 8

22 33 9 5 3 1 3 5 81 38 17

表6有能感尺度の記述統計および信頼性＠係数）
有能感尺度 項目数 項目例 平均値 SD 信頼性＠係数）
学習領域 10 勉強はクラスの中でできる方だ 2．67 ．54 ．817

社会友人領域 10 友だちはたくさんいる 3．08 ．46 ．826

運動領域 10 運動は得意な方だ 2．78 ．．75 ．904

自己価値 10 自分には自信がある 2．62 ．55 ．813

　　【児童の卒業文集の例】

　　　　いい経験になった

ぼくは，6年生になって球技クラブに入り部長になりまし

た。最初部長がなかなか決まらず，先生が「お前たちは来週

も話し合いたい。」と言った時，せっかくの機会だしやってみ

ようと思い部長になりました。でも，次の週から球技が始ま

るので，ぼくがクラブの中でも一番大勢の人数をまとめるの

はちょっと不安でした。（中略）

ぼくは，今年のクラブは去年よりもみんな協力しててきぱ

きとしていたのでよかったと思います。ぼくは，このクラブ

に入り部長というものになりとてもいい経験ができました。

表7各活動と成長実感分析
活動の意味づけ
吹のことは，あなたの成長に役に
立ったと思いますか）

平均値　ε0

部長になってよかったと思います。そのおかげでふだんでも，

以前よりは発表ができるようになりました。

注）教育課程上の分類　クラブ（特別活動）

　　成長キーワード　リーダー性

（2）分析の結果

　表5は卒業文集で書かれたことを教育活動ご

とに成長のキーワードで分類したものである。子

どもたちが成長したと感じる教育活動は特別活動

が81件59．6％（翻数全体136），総合的な学習27．9％，

その他125％である。その他の内訳は日常生活や

個人の活動に属するこどが8件，友達に関するこ

とが6件，先生に関することが2件，授業に関す

ることが2件である。

　前述の質問紙調査でも明らかなように，子ども

たちが小学校生活の中で成長を実感するのは，特

教科

　　　国語の授業
　　　算数の授業
　　　理科の授業
　　　社会の授業
　　　道徳の授業
特別活動

　　学級会

　　　学級会活動
　　　児童会活動
　　　委員会活動
　　学校行事

　　　遠足
　　　修学旅行
　　　自然教室
　　　クラブ活動
　　　卒業式
　　　運動会
総合的な学習の時間

　　　総合的な学習キャリア教育
　　　総合的な学習の創作劇
　　　音楽会
　　　ボランティア活動

　　　卒業試験

3．31　　，73

3．47　　．76

3．29　　．76

3．61　　，70

3．37　　．69

3」2　　．82

3．06　　．79

3．27　　．85

3．15　　．77

3．68　　．71

3．52　　．71

3．20　　．87

3．61　　．72

3．43　　．73

3．71　　．61

3．73　　．63

3．10　　．78

3．22　　．73

3。57　　．85

別活動が多い。それは，短期間に集団で目標に向

かって行う活動が特別活動には多いため，強く印

象に残ることが考えられる。また，「成長した」

と実感でき，自分の何が成長したかを言語化で

きるところに，特別活動の本質が表れているとも
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考えられる。

　特別活動の目標である「集団の一員としての自

覚を深め，協力すること」の達成度を見てみると，

特別活動全体の中で’協力25件・リーダー性15件

計40件（4L9％）となっており，特別活動の目

標と子どもの成長の実感は関連していると考えら

れる。教師がどれだけ特別活動の目標を意識して

教育を行っているかに関わらず，特別活動の中で，

子どもたちは「心身の調和がとれた発達」をして

いることが示唆される。

　本分析においては，その特別活動における子ど

も達の成長実感が抽出された。しかし，今，問わ

れている教育課題は，「学級崩壊・不登校・いじ

め・学力不足」である。特別活動の目標である「よ

りよい生活を築こうとする自主的・実践的態度」

を日常生活にまで転移させることが，教師の実践

的な課題であると言える。

（3）A校の質問紙調査から

　表6は有能感の評定値である。学習領域
（藩2．67）・運動領域（睦2．78）・自己価値

（蔭2．62）に比べて社会・友人領域（加←3．08）

が高い。児童と保護者の面接調査においても，「学

習面・運動面とも自信を持っている子どもはA校

には少ないが，友達関係は良好である。」という

答えが多く得られた．

　表7は各活動傲科1糊活動総合学欝）が役に立ったか

どうかについての評定（4件法／の平均値である。調

査時が中学校生活に慣れた時期（！輔末〉であるため，

中学校での学習に役に立つかどうかが判断基準に

なっている。社会が他教科に比べて（ル←3．61）

と高い得点なのは，都道府県名・平野・川などの

地理的な基礎的事項や歴史の基礎的事項を徹底さ

せた結果であると考えられる。調査用紙の自由記

述欄に「都道府県名のテストがあり，A校の出身

者は高得点者が多いので，社会の先生から誉めら

れた。」と記述した子どもが3名いた。卒業試験

は「算数・国語・理科・社会」の四教科について，

中学校の定期考査と同じ方法で2回（1／8・2／20）行

ったことが，高得点につながったと考えられる。

　特別活動においては，卒業文集分析でも成長に

役に立ったと答えた子どもが多かったように，遠

足・集団宿泊的行事である修学旅行（6年1泊2

日）（ル←3。68）・自然教室（5年3泊4日）（ルト3．52）

健康安全・体育的行事である運動会（勝3。43）

が高得点である。「卒業式が成長に役に立った。」

と評定した子どもも多い。（齢3．61）卒業式は6

年間の集大成であり，呼びかけを通して，成長を

保護者や教師・地域とともにふり返ることがで

き，得点が高かったと考えられる。

　特別活動は行事を中心としたスポット的な活動

であるのに対して，総合的な学習はキャリア教育

の一環として，中学校・高校・大学のフィールド

ワークを1年間継続的に活動したことが，特別活

動よりも得点が高くなった理由と考えられる。

　学級会活動（鯵3．12）・児童会活動（髭3．06）

・委員会活動伽←3．27）の得点が低い。それは，

活動の多くが自主的な話し合い活動を保障したも

のとして位置付けられていたのではなく，与えら

れた議題を話し合うだけであったためだと考えら

れる。卒業文集分析では，リーダーシップが身に

付いたと記述した児童が3名いたが，子どもの意

識の中では，集会活動と児童会活動が結びついて

おらず，児童会活動のイメージがなかったと推測

される。

5，特別活動に対する教師の意識

　児童の質問紙調査・自由記述分析によって，

子どもたちが成長を実感する教育活動の中心に特

別活動があることが明らかになった。しかし，平

成15年度の教育課程編成・実：施調査㈲によれば，

平成14年度の年間授業時数の実績は多くの学校

が標準時数を上回っているが，中学校の学校行事

においては，その削減が指摘されている。小学校

においても，学校行事を始めとする教科外の削減

は浸透しつつある。

　では，特別活動の教育課程をつくる教師の意識

はどうだろうか。教師の面接調査から明らかにな

ったことを整理すると次の3点にまとめられる。

　①教科の基本的授業時数の確保である。学

　　校行事の時数を教科に回す必要がある。

　・修学旅行は「総合的な学習」「社会」とす

　　る。

　・自然教室は「総合的な学習」「理科」「図

　　工」「音楽」「学年裁量」とする。

　・運動会は「体育」運動会が終わった後はし

　　ばらく体育がない。
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　・卒業式の練：習も「国語」「音楽」の授業と

　　する。

　・お別れ遠足は実施しない。

　各学校では標準授業時数を確保するために，従

来特別活動で計算していた時数を各教科に振り分

けている。しかし，授業時数は確保できても，各

教科の内容も進める必要があるのため，特別活動

の実質的な時間は削減せざるを得ない。各教科と

特別活動の連関を考えての教育内容の創造ではな

く，苦肉の策としての置き換えである。つまり，

「ゆとり教育」の中で，特別活動も教科学習も詰

め込まざるを得ない状況になっているのである。

　②総合的な学習のカリキュラム作成・準備で

多忙になってきているので，特別活動まで教師の

意識が向いていない。

　総合的な学習も一定のマニュアルにそったもの

で，特別活動も例年通りの提案が多い。新しい内

容を創造し展開する意識が教師には足りない。特

別活動を研究・実践している教師がいても，その

学級だけで広がりがない。

　③特別活動の研究会や発表会の参加が少ない。

特別活動そのものの目標・意義を認識していない

教師が多い。学級会の進め方や学級組織の作り方

など，基本的な教師としてのスキルが身に付いて

ない教師がいる。

　新学習指導要領の教育課程作成上の課題とし

て，総合的な学習のカリキュラムをどう創ってい

くかであったが，この学力重視の動きとして，基

礎学力の向上をはかるための授業改善の方法に教

師全体の意識が向き，特別活動には意識が向いて

いない現状であることが示唆された。

皿．まとめと課題

　本研究において，特別活動は子どもの成長実感

に対する効果が高いことが明らかになった。しか

し，教師の意識は特別活動の教育内容の工夫まで

意識が向いていない現状もある。つまり，教師が

「例年通り」というルーティーン・ワークとして

行っている教育活動であっても，児童は成長を実

感できるという特性が特別活動にはあると言え

る。仮に教師がより教育効果を意識した特別活動

の内容を創造することができたら，より大きな教

育効果が得られることが推測される。子どもの有

能感を基盤とした成長実感を子どもが持てること

が，学力向上・多忙感から充実感へ転換させ，生

徒指導上の課題も解決する可能性が示唆される結

果である。

　前述したように，特別活動と総合的な学習で培

われる心理的能力・態度は「①創造性②リーダー

シップとフォロアーシップ③表現」等共通したも

のが多い。そこで，標準授業時間確保のために，

単に帳面上での授業時間の置き換えをするのでは

なく，総合的な学習の時間110時間と特別活動35

時間計145時間の枠組みを活用し，連関性のある

教育課程を創り出していく必要があると考える。

そのためには，特別活動で得られた有能感が教科

学習や日常生活に転移させるという意識が教師に

は必要である。教育課程で区分された枠組みにと

らわれるのでなく，子どもの教育効果を基軸とし

た各教科・特別活動・道徳・総合的な学習の連関

性を考慮した教育課程の編成が求められる。その

ために必要なことは，教師のカリキュラムマネジ

メントの力量であり，特別活動において得られた

子どもの成長実感を各教科に転移させていく教授

力量である。

　特別活動においては，教師自身が自発的に問題

意識を持ち，実践していく姿が求められる。さら

に，「望ましい集団活動を通して，心身の調和の

とれた発達と個性の伸長を図るとともに，集団の

一員としての自覚を深め，協力してよりよい生活

を築こうとする自主的・実践的な態度」という特

別活動の目標は，教師自身の課題でもある。

　本研究は，4小学校の質問紙調査及び面接調査

での分析を試みたものである。

　研究上の課題として，質問紙調査の対象校を増

やし，児童の意識と教師の意識の相関を分析する

こと，教師集団が創造的なカリキュラム開発がで

きる学校組織文化の諸条件を明らかにすることで

ある。また，実践上の課題としては，子どもの成

長実感が他の場面に転移させるための教育方法の

開発である。

　教育改革が進行する中，研究者が実態分析の中

で明らかにした知見を各学校現場の状況に合わせ

た方法で読み解き，その改善策を学校と研究者が

協働で研究・実践していく新しいアクションリサ

ーチの方法の開発も急務である。
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【註】

（1）「確かな学力の向上のための2002アピール　『学

　びのすすめ』」（平成14年1月）「学びのすすめ」に

　よって，基礎基本や自ら考えるカを身につけること

　から発展学習にまで言及したこと，また，学力調査

　・授業評価の導入によって，学校現場では，「学力

　中心」にシフトし直す契機と捉えられる傾向が強い。

（2）刈谷剛彦・志水宏吉，2004「学力の社会学一調査が

　示す学力の変化と学習課題一」岩波書店1頁

（3）拙著，2004「『ゆるやかな枠』」を基調にした総合

　的な学習の実証的研究一実践的課題に焦点をあてて

　一」『九州大学教育経営研究室紀要』第7号

（4）質問紙調査，質問紙の質問項目は，質問紙調査対

　象校の質問紙と同様の項目と中学校生活について質

　問項目の2部構成。本稿においては，前者の項目の

　回答のみ使用した。

（5）卒業文集は小学校6年生の12月に書くため，6年

　生の3学期の特別活動（お別れ集会・卒業式等）は

含まれない、

（6）中央教育審議会答申（2003．10．7）の「初等中等教育に

　おける当面の教育課程及び指導の充実・改善方策に

　ついて」
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